


FEATURE
This month's

　
当
Ｊ
Ａ
は
６
月
29
日
、
本

所
７
階
ホ
ー
ル
で
第
21
回
通

常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し

た
。総
代
数
４
８
５
人
の
う

ち
、４
７
１
名（
本
人
出
席
１１

名
、代
理
人
出
席
０
名
、書
面

出
席
４
６
０
名
）
の
出
席
が

あ
り
ま
し
た
。

　
総
代
会
で
は
「
令
和
２
年

度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処

分
案
の
承
認
」、「
令
和
３
年

度
事
業
計
画
の
設
定
」、「
定

款
の
一
部
変
更
」、「
信
用
事

業
規
程
の
一
部
変
更
」、「
共

済
規
程
の
一
部
変
更
」、「
経

営
管
理
委
員
、理
事
、監
事
の

報
酬
の
決
定
」
の
全
６
議
案

が
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。次
ペ

ー
ジ
か
ら
は
令
和
２
年
度
事

業
報
告
の
要
約
、
主
な
事
業

の
活
動
内
容
と
取
組
結
果
に

つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
事
業
報
告
／
要
約
版

主
な
事
業
の
活
動
内
容
と
取
組
結
果
に
つい
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第21回通常総代会
全議案を可決承認

今月の特集
　
令
和
２
年
度
は
自
己
改
革
の
基
本

目
標
で
あ
る
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」

「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性

化
」の
実
現
に
む
け
て
、
ご
承
認
い
た

だ
い
た
事
業
計
画
に
基
づ
き
各
事
業

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
症
拡
大
に
よ
る
自
粛
要
請

や
経
済
活
動
の
制
約
で
一
部
の
事
業

に
影
響
を
受
け
た
も
の
の
、
事
業
利

益
・
経
常
利
益
と
も
に
計
画
に
対
し

て
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
事
業
基
盤
の
強
化
を
図
る

た
め
、
組
合
利
用
者
や
地
域
住
民
に

対
し
、
准
組
合
員
加
入
を
推
進
し
ま

し
た
。

各議案を審議する総代

あいさつをする宮武博経営管理委員会会長 議長の野上紀一総代

損 益 計 算 書
令和2年4月1日から令和3年3月31日まで

科　目 科　目金　額 金　額
単位:千円

事業総利益
信用事業総利益  
共済事業総利益  
購買事業総利益  
販売事業総利益  
保管事業総利益  
利用事業総利益  
宅地等供給事業総利益
旅行事業総利益  
福祉事業総損失  
農用地利用調整事業総利益
指導事業収支差額

事業外収益
事業外費用

 734,582 
 163,985 

 37,253 
 184,217 

 69,196 

 523,849 
△71,142 
452,707 
 131,042 
 14,757 
 55,188 

特別利益
特別損失

法人税等合計

当期首繰越剰余金
過去の誤謬の訂正による累積的影響額
遡及処理後当期首繰越剰余金
リスク管理対応積立金目的取崩額
営農振興対策積立金目的取崩額
土地再評価差額金取崩額

 3,823,043 
2,345,454 
523,005 
465,259 
76,308 
494,025 
103,513 
2,093 
60 

4,055 
△16,990 

 5,009,396 
856,803 
 261,067 
1,324,867 
 73,710 

人件費
業務費
諸税負担金
施設費
その他事業管理費

経常利益 864,459 

717,495 

648,299 

1,301,994 

税引前当期利益

当期剰余金

当期未処分剰余金

事業管理費

事業利益

7,819,707 

7,525,844 

293,863 

科　目 金　額
単位:千円

1.当期未処分剰余金 1,301,994
843,993

458,000

2.剰余金処分額

3.次期繰越剰余金

（1）利益準備金
（2）任意積立金
（うちリスク管理対応積立金）
（うち施設整備強化積立金）
（うち指導事業強化積立金）
（うち営農振興対策積立金）
（うち電算情報システム開発積立金）
（うち宅地等供給事業積立金）

373,290
30,000
10,000
14,757
10,000
8,491

（3）出資配当金

200,000
446,537

197,456

剰 余 金 処 分

（注） 
1.　出資配当は年2.0％の割合です。
　　ただし、出資配当の対象は当組合定款
　　第76条第4項の規定によります。
 
２.　次期繰越剰余金には、営農指導、生活
　　・文化改善事業の費用（いわゆる教育
　　情報繰越金）に充てるための繰越額
　　33,000千円が含まれています。

3.　損益計算書および剰余金処分の記載
　　金額は、千円未満を四捨五入して表示
　　しています。そのため、内訳金額を合計
　　した金額が合計欄記載の金額と一致
　　しない場合があります。
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　　【
営
農
活
動
】

　
営
農
指
導
機
能
の
強
化
・
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
農
畜
産
物
の
生
産
振

興
、
意
欲
あ
る
担
い
手
経
営
体
の
育

成
・
支
援
に
よ
る
産
地
の
維
持
・
発

展
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

①
営
農
指
導

　
本
所
・
営
農
セ
ン
タ
ー
間
の
営
農
活

動
に
か
か
る
情
報
共
有
と
連
携
を
図
る

と
と
も
に
、「
担
い
手
農
家
」
等
へ
の
訪

問
活
動
強
化
、
土
壌
診
断
に
よ
る
適

正
な
土
づ
く
り
指
導
・
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
水
稲
の
葉
色
診
断
と
追
肥
に
よ
る
増

収
効
果
の
実
証
試
験
な
ど
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

②
農
畜
産
物
の
生
産
振
興

　
主
要
品
種
で
あ
る
「
ア
ケ
ボ
ノ
」「
ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
」
等
に
つ
い
て
、
低
コ
ス
ト

生
産
の
確
立
に
む
け
た
肥
料
試
験
、

ビ
ー
ル
大
麦
「
サ
チ
ホ
ゴ
ー
ル
デ
ン
」

へ
の
品
種
転
換
に
む
け
た
採
種
圃
の

確
保
、
野
菜
・
果
樹
・
花
き
等
の
作

付
推
進
や
作
付
拡
大
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

③
育
成
・
支
援
・
産
地
拡
充

　「
営
農
振
興
支
援
事
業
」
の
活
用
や

農
業
経
営
管
理
の
支
援
、「
就
農
ト
ー

タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
等
へ
の
取
り
組

み
、
も
も
農
業
塾
・
ぶ
ど
う
農
業
塾

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
栽
培
講
習
会
に

よ
る
農
業
生
産
基
盤
の
底
辺
拡
大
、

１
日
農
業
バ
イ
ト
ア
プ
リ
を
活
用
し
た

農
作
業
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

【
生
活
活
動
】

　「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会

の
実
現
」
を
目
指
し
て
、
女
性
部
組
織

等
と
連
携
し
な
が
ら
、
生
活
文
化
活

動
や
食
農
教
育
・
健
診
等
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

【
相
談
活
動
】

　
税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談
会
や
所

得
税
お
よ
び
消
費
税
の
確
定
申
告
支

援
を
実
施
す
る
な
ど
、Ｊ
Ａ
岡
山
青
色

申
告
会
を
基
軸
と
し
た
税
務
相
談
活

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
広
報
活
動
】

　
広
報
誌
「
ぱ
れ
っ
と
」、「
あ
ぐ
ろ
ぐ

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
」、「
笑
味
ち
ゃ
ん
天

気
予
報
」、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
へ
の
情

報
掲
載
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で

Ｊ
Ａ
事
業
や
農
業
・
生
活
文
化
活
動
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報
発
信
に
努

め
ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
さ
ま
に
選
ば
れ
る
金
融
機

関
と
し
て
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
べ
く
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
サ
ポ
ー
ト

の
実
践
を
通
じ
た
組
合
員
・
利
用
者

接
点
の
再
構
築
に
取
り
組
み
、
お
客

様
満
足
度
を
高
め
る
事
業
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

【
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
】

　
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
へ
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
た
相
談
提
案
活

動
に
取
り
組
み
、
年
金
相
談
会
、
ロ
ー

ン
相
談
会
、
相
続
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

【
個
人
貯
金
・
貸
出
金
の
増
強
】

　
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
た
提
案

活
動
に
加
え
、
年
金
振
込
シ
ェ
ア
向
上
、

世
代
別
の
資
金
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
商
品

提
供
と
個
人
ロ
ー
ン
の
伸
長
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

【
農
業
資
金
へ
の
対
応
】

　
支
所
と
営
農
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
、

農
業
資
金
需
要
に
対
し
て
各
種
制
度

資
金
・
担
い
手
対
象
資
金
に
よ
り
的

確
な
資
金
対
応
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
「
安

心
と
満
足
」
を
お
届
け
す
る
た
め
、「
契

約
者
フ
ォ
ロ
ー
活
動
」
を
基
軸
と
し
た

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
相
談
・
普
及
活
動
】

　「
３
Ｑ
訪
問
・
３
Ｑ
コ
ー
ル
活
動
」
に

よ
る
加
入
内
容
説
明
・「
あ
ん
し
ん

チ
ェ
ッ
ク
」
に
よ
る
保
障
点
検
を
実
施

し
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
保
障
提
案
に
努

め
ま
し
た
。

【
審
査
・
査
定
・
保
全
業
務
】

　
新
契
約
引
受
、
共
済
金
の
支
払
処

理
の
迅
速
化
・
適
正
化
に
努
め
、
契

約
管
理
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
広
報
活
動
】

　「
書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
」、「
交
通
安
全
機
器
寄
贈
」

等
を
実
施
し
、
組
合
員
・
利
用
者
の

皆
さ
ま
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、Ｊ

Ａ
共
済
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま

し
た
。

　
15
㎏
袋
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
肥
料
お

よ
び
大
型
規
格
農
薬
や
省
力
型
資
材

等
の
普
及
推
進
を
行
い
、
生
産
コ
ス
ト

低
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
予
約
購

買
を
基
軸
と
し
た
安
定
供
給
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
広
報
誌
「
ぱ
れ
っ
と
」
を
活

用
し
た
カ
タ
ロ
グ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
開

始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
・
シ
ロ
ア
リ
防
除
・
電
化
製
品
・

美
術
品
・
石
碑
な
ど
、
皆
さ
ま
の
生

活
が
よ
り
豊
か
に
な
る
提
案
を
行
い

ま
し
た
。

　
生
産
か
ら
販
売
ま
で
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
安
定
供

給
体
制
確
立
を
基
本
と
し
、
農
産
物

の
販
路
拡
大
・
市
場
の
集
約
等
に
努

め
る
と
と
も
に
、
加
工
品
の
販
売
や
各

種
Ｐ
Ｒ
活
動
、
農
業
者
の
所
得
増
大

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
準
低
温
・
低
温
倉
庫
に
集
約
保
管

を
行
い
、
倉
庫
の
効
率
的
な
運
用
と
適

正
な
保
管
管
理
に
努
め
ま
し
た
。

【
大
型
共
同
乾
燥
調
製
施
設
】

　
施
設
の
効
率
的
な
運
営
を
目
指
し
、

生
籾
移
送
等
に
よ
る
完
全
サ
テ
ラ
イ
ト

化
を
４
施
設
で
実
施
し
ま
し
た
。

【
共
同
利
用
施
設
】

　
育
苗
施
設
の
有
効
活
用
と
し
て
、

水
稲
苗
・
野
菜
苗
の
生
産
供
給
を
行

い
ま
し
た
。

【
農
産
物
加
工
施
設
】

　
大
豆
テ
ン
ペ
・
味
噌
・
米
粉
パ
ン
・

惣
菜
等
、
地
元
の
農
産
物
を
生
か

し
た
農
産
加
工
を
行
う
と
と
も
に
、

「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
ハ
サ
ッ
プ
）」
導
入
に
よ

る
製
造
工
程
の
管
理
と
、
食
中
毒
等
の

事
故
防
止
の
意
識
を
高
め
る
た
め
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
農
地
等
売
買
の
仲
介
や
組
合
員
の

資
産
活
用
と
し
て
の
賃
貸
住
宅
・
店

舗
の
建
設
等
の
斡
旋
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止

対
策
な
ど
、
安
全
・
安
心
に
配
慮
し

た
旅
行
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
ま

し
た
。

　
助
け
合
い
の
会
「
か
が
や
き
」
協
力

会
員
に
よ
り
、ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス・
サ

ロ
ン
・
地
域
の
茶
の
間
「
み
ん
な
の
お

家
」
を
開
催
し
、生
き
が
い
と
交
流
の

場
の
提
供
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
な
ら
び
に

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
促
進
の
た
め
、

岡
山
県
農
地
中
間
管
理
機
構
等
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら「
農
地
利
用
集
積

円
滑
化
事
業
」や「
農
作
業
受
委
託
事

業
」に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
不
祥
事
再
発
防
止
、組
合
業
務
の
適

正
性
を
確
保
す
る
た
め
内
部
統
制
の
整

備
を
進
め
、法
令
等
遵
守
態
勢
、内
部

け
ん
制
体
制
、内
部
監
査
体
制
の
実
効

性
向
上
お
よ
び
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、施
設
の
効
率
的
な
運
用
に
努

め
、支
所
の
改
修
工
事
、倉
庫
の
整
備
工

事
等
、組
合
所
有
施
設
の
整
備
を
行
い

ま
し
た
。

　
本
記
事
で
は
概
略
を
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。詳
細
に
つ
い
て
は
、

各
支
所
・
営
農
セ
ン
タ
ー
へ
備
え
置
い

て
お
り
ま
す【
通
常
総
代
会
資
料
】お

よ
び【
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
】ま
た

は
、Ｊ
Ａ
岡
山
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開

し
て
お
り
ま
す【
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

資
料
】を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

指
導
事
業

信
用
事
業

共
済
事
業

購
買
事
業

販
売
事
業

保
管
事
業

利
用
事
業

宅
地
等
供
給
事
業

旅
行
事
業

高
齢
者
福
祉
事
業

農
用
地
利
用

　
　
　調
整
事
業

管
理・経
営
等

う
ち
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　7
月
1
日
、
藤
田
地
区
の
竹
林
秀
敏

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
就
農
し
た
き
っ
か
け
は

　学
生
の
こ
ろ
か
ら
米
農
家
の
親
戚
の

家
で
手
伝
い
を
し
、
機
械
に
乗
る
の
が

好
き
で
し
た
。
食
品
会
社
に
勤
め
て
い

ま
し
た
が
、食
の
安
全
に
対
す
る
ニ
ュ
ー

ス
が
話
題
に
な
り
、
自
分
で
安
全
・
安

心
な
農
作
物
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
思

い
が
強
く
な
り
、
11
年
前
に
就
農
し
ま

し
た
。

―
農
業
を
始
め
て
か
ら
は

　タ
マ
ネ
ギ
の
需
要
が
高
か
っ
た
こ
と

や
、「
藤
田
た
ま
ね
ぎ
」と
し
て
ブ
ラ
ン

ド
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
栽
培
を

始
め
ま
し
た
。

　2
0
1
9
年
に
株
式
会
社
丸
秀

フ
ァ
ー
ム
と
し
て
法
人
化
し
、
社
訓
に

「
地
域
に
愛
さ
れ
る
」を
掲
げ
て
い
ま

す
。
農
福
連
携
や
食
農
教
育
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
就
労
継
続
支
援
の
研
修
先

と
し
て
、
障
が
い
者
等
の
受
け
入
れ
や

地
域
の
児
童
養
護
施
設
や
小
学
校
に
田

植
え
や
稲
刈
り
の
農
作
業
体
験
を
指
導

し
て
い
ま
す
。

　最
近
は
、
作
業
中
に
声
を
か
け
て
い

た
だ
く
機
会
も
増
え
、
地
域
に
愛
さ

れ
る
存
在
に
少
し
ず
つ
な
れ
て
き
た

の
か
な
と
思
い
あ
り
が
た
く
感
じ
て

い
ま
す
。

―
楽
し
い
こ
と
は

　　収
穫
作
業
が
楽
し
い
で
す
。
収
量
が

多
く
、
品
質
の
よ
い
時
は
う
れ
し
い
で

す
。
消
費
者
の
方
か
ら
の「
お
い
し

い
」の
一
言
を
聞
く
と
や
り
が
い
を
感

じ
ま
す
。

―
農
業
の
魅
力
は

　　農
業
の
魅
力
は
、
自
分
で
自
由
に
決

め
ら
れ
る
の
で
、
ス
ト
レ
ス
な
く
働
け

る
こ
と
で
す
。
新
た
な
挑
戦
も
失
敗
も

自
分
の
責
任
な
の
で
全
て
経
験
に
な

り
、
よ
い
も
の
を
つ
く
る
た
め
の
糧
に

な
り
ま
す
。

　S
N
S
で
安
全
・
安
心
な
食
に
つ
い

て
や
農
業
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
、

若
い
世
代
の
仲
間
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
で
す
。

―
今
後
の
抱
負
は

　こ
れ
か
ら
は
、
さ
ら
な
る
品
質
向
上

と
作
業
の
効
率
化
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
今
の
出
来
は
60
点
く
ら
い
で
す

が
、
1
0
0
点
の
農
産
物
を
安
定
し
て

生
産
し
て
い
き
た
い
で
す
。
就
農
し
て

か
ら
10
年
が
経
ち
、
安
定
し
た
栽
培
の

コ
ツ
も
つ
か
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
よ
い
物
を

つ
く
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

Interview [インタビュー]

聞
き
手
：
J
A
岡
山
広
報
担
当

地域に愛される生産者を目指し、
高品質な農産物をつくりたい
地域に愛される生産者を目指し、
高品質な農産物をつくりたい

vol.252

農
を担う

竹林 秀敏さん
「たけばやし　ひでとし」
昭和60年生まれ。  ○岡藤田たまねぎ部会部会長。株式会社丸秀ファーム代表取締役。タマネギ・米麦・
カボチャを栽培。2人家族。趣味は野菜づくり。座右の銘は「とにかくやってみる」。

藤田地区：タマネギ・米麦・カボチャ農家

地
域
に
愛
さ
れ
る
存
在
に

な
り
た
い

1
0
0
点
の
農
産
物
を

目
指
す

自慢のタマネギをPRする竹林さん選別作業の様子

農業について思いを語る竹林さん
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資料1 葉の切り取り

葉は上部を5～6枚残し、
下部は葉柄を3cm程度残し
切り取る

資料3 ヒメイワダレソウの花と植栽例 資料4 タイム（立ち性、ほふく性）と花

資料2 収穫

1cm

球の下部1cmくらいは
かたいので切除する

直径5～７cm

●
コ
ー
ル
ラ
ビ
の
栽
培

　コ
ー
ル
ラ
ビ
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
仲
間
で

茎
が
球
形
に
肥
大
し
た
め
ず
ら
し
い
形
で

別
名
カ
ブ
カ
ン
ラ
ン
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

肥
大
し
た
部
分
を
食
し
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

の
茎
に
似
た
く
せ
の
な
い
味
で
、
食
感
も

よ
く
甘
み
が
あ
り
ま
す
。
浅
漬
け
・
油
炒

め
・
ス
ー
プ
・
サ
ラ
ダ
な
ど
幅
広
い
用
途

が
あ
り
ま
す
。

　品
種
は
グ
ラ
ン
ド
デ
ュ
ー
ク
等
で
少
し

変
わ
っ
た
野
菜
に
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

●
播
種

　播
種
適
期
は
幅
が
広
く
3
月
か
ら
9
月

ま
で
可
能
で
キ
ャ
ベ
ツ
よ
り
も
高
温
や
低

温
に
強
い
で
す
。

　移
植
栽
培
の
播
種
は
育
苗
ト
レ
イ

1
2
8
穴
や
ト
ロ
箱
で
栽
培
を
し
ま
す
。

育
苗
ト
レ
イ
で
の
場
合
は
、
育
苗
培
土

「
与
作
」
等
を
用
い
て
育
苗
ト
レ
イ
に
入

れ
軽
く
2
回
程
度
た
た
き
、
培
土
を
落
ち

着
か
せ
な
が
ら
一
杯
詰
め
、
そ
の
後
灌
水

を
十
分
に
行
い
ま
す
（
ト
レ
イ
の
下
か
ら

ポ
タ
ポ
タ
落
ち
る
程
度
）。
種
子
が
入
る

穴
を
3
ミ
リ
程
度
指
で
押
さ
え
て
か
ら
1

穴
に
1
粒
播
種
し
て
、
3
㍉
程
度
覆
土
し

ま
す
。
軽
く
灌
水
を
行
い
新
聞
紙
で
覆
っ

て
乾
燥
を
防
ぎ
ま
す
。

●
育
苗

　風
通
し
の
よ
い
日
陰
に
置
き
、
2
日
後

に
ト
レ
イ
全
体
の
半
分
程
度
の
出
芽
が
確

認
で
き
た
ら
新
聞
紙
を
取
り
除
き
ま
す
。

そ
の
後
は
、
日
の
当
た
る
と
こ
ろ
に
出
し

て
寒
冷
紗
で
覆
い
、
パ
イ
プ
等
を
使
っ
て

地
面
か
ら
浮
か
せ
て
栽
培
し
ま
す
。
灌
水

は
午
前
中
に
行
い
、
夕
方
に
は
表
面
が
や

や
乾
く
程
度
に
灌
水
を
行
い
ま
す
。
曇
り

や
雨
の
日
に
は
乾
い
た
部
分
だ
け
灌
水
し

ま
す
。

　
●
畑
の
準
備

　植
え
付
け
2
週
間
前
に
10
平
方
㍍
あ
た

り
堆
肥
25
㌔
、
苦
土
石
灰
等
1
㌔
、
野
菜

い
ち
ば
ん
等
を
1.
2
㌔
土
と
よ
く
混
ぜ

ま
す
。
畝
幅
は
2
条
植
え
で
80
〜
90
㌢
と

し
ま
す
。

●
畑
に
直
接
播
種
す
る
場
合

　畝
面
に
く
わ
で
軽
く
溝
を
つ
け
種
子

を
1
株
間
15
〜
20
㌢
間
隔
で
点
播
き
し
、

3
㍉
程
度
覆
土
を
行
い
ま
す
。
本
葉
2

〜
3
枚
と
5
〜
6
枚
の
こ
ろ
に
間
引
き

を
し
ま
す
。

●
植
え
付
け

　本
葉
が
4
枚
の
こ
ろ
（
苗
が
手
で
軽
く

引
っ
張
る
と
根
鉢
ご
と
抜
け
る
こ
ろ
）
に

移
植
し
ま
す
。
定
植
後
に
1
〜
2
回
灌
水

を
行
い
活
着
を
促
進
し
ま
す
。

●
追
肥
・
管
理

　基
肥
の
み
で
栽
培
し
ま
す
が
、
生
育
の

状
況
を
み
て
灌
水
を
兼
ね
て
液
肥
5
0
0

倍
液
を
散
布
し
ま
す
。
除
草
を
兼
ね
て

畝
の
表
面
を
軽
く
中
耕
（
通
気
性
を
よ
く

す
る
目
的
で
浅
く
耕
す
作
業
）
を
し
ま

し
ょ
う
。

●
灌
水

　乾
燥
が
激
し
い
と
き
は
、
灌
水
を
行
い

生
育
を
促
進
し
ま
す
。

●
収
穫

　球
の
肥
大
途
中
で
あ
ら
か
じ
め
上
部
の

葉
5
〜
6
枚
を
残
し
、
下
部
の
葉
は
葉
柄

を
3
㌢
程
度
残
し
て
切
り
取
り
肥
大
を
促

進
し
ま
す
（
資
料
1
）。

　球
の
直
径
が
5
〜
7
㌢
く
ら
い
の
と
き

に
株
元
か
ら
引
き
抜
い
て
収
穫
し
ま
す

（
資
料
2
）。

　球
の
直
径
が
8
〜
10
㌢
以
上
に
な
る
と
収

穫
遅
れ
で
、
木
質
化
し
て
固
く
な
り
ま
す
。

コ
ー
ル
ラ
ビ
は

幅
広
い
用
途
が

あ
り
ま
す

●
グ
ラ
ン
ド
カ
バ
ー
プ
ラ
ン
ツ
の
利
用

　広
い
庭
な
ど
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
除
草

は
大
変
で
す
。
丈
夫
で
美
し
い
グ
リ
ー
ン

の
グ
ラ
ン
ド
カ
バ
ー
プ
ラ
ン
ツ
を
植
え
て

管
理
す
る
と
、
省
力
的
で
見
た
目
も
よ
く

演
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　そ
の
中
か
ら
花
も
観
賞
で
き
る
二
つ
の

品
目
と
、
注
意
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
グ
ラ
ン
ド
カ
バ
ー
利
用
の
注
意
点

　植
え
る
場
所
と
種
類
を
選
び
ま
し
ょ

う
。
丈
夫
で
手
が
か
か
ら
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
一
旦
植
え
る
と
取
り
去
る
こ
と
が

難
し
い
も
の
も
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

む
し
ろ
、
不
要
に
な
っ
た
ら
簡
単
に
撤
去

で
き
る
も
の
の
方
が
少
な
い
と
考
え
ま

し
ょ
う
。
大
切
な
他
の
花
を
覆
い
尽
く
し

た
り
、
隣
地
に
侵
入
し
て
い
っ
た
り
（
種

が
飛
ん
で
い
く
こ
と
も
）
し
な
い
よ
う
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
栽
培
中
の
除
草
も
い
く

ら
か
必
要
で
す
。

●
注
意
が
必
要
な
花
の
例

・
ミ
ン
ト
･
･
繁
殖
力
が
強
く
、
地
下
茎

が
幾
重
に
も
重
な
る
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

・
ワ
イ
ヤ
ー
プ
ラ
ン
ツ
･
･
気
づ
い
た
ら

か
な
り
高
い
と
こ
ろ
ま
で
這
い
登
っ
て
花

木
な
ど
を
傷
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
ヒ
メ
ツ
ル
ソ
バ
･
･
か
わ
い
い
花
を
付

け
ま
す
が
、
よ
く
広
が
り
、
種
も
落
ち

て
、
取
っ
て
も
取
っ
て
も
ど
こ
か
に
生
え

て
い
ま
す
。

・
カ
タ
バ
ミ
（
オ
キ
ザ
リ
ス
）
･
･
か
わ

い
い
花
が
人
気
で
す
が
、
地
中
に
た
く
さ

ん
の
木
子
を
付
け
、
こ
れ
が
繁
殖
元
に
な

る
の
で
、
全
て
取
り
去
る
こ
と
は
と
て
も

困
難
で
す
。

●
便
利
な
花
の
例

・
ヒ
メ
イ
ワ
ダ
レ
ソ
ウ
（
姫
岩
垂
草
）

　ペ
ル
ー
原
産
の
丈
夫
な
草
で
、
地
を
這
う

よ
う
に
広
が
り
、
や
せ
地
で
も
旺
盛
に
繁
殖

し
ま
す
。
資
料
3
の
よ
う
に
レ
ン
ガ
の
隙
間

な
ど
で
も
よ
く
広
が
り
、
背
丈
も
低
く
、
踏

ま
れ
る
こ
と
に
も
比
較
的
よ
く
耐
え
ま
す
。

こ
の
強
さ
は
、
根
を
深
く
張
る
こ
と
と
、
ほ

と
ん
ど
病
害
虫
の
心
配
が
な
い
こ
と
に
よ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
極
々
小
さ
な
ア
ジ

サ
イ
の
よ
う
な
花
を
付
け
ま
す
。

　多
く
の
花
の
苗
は
、
高
温
期
、
低
温
乾

燥
期
を
避
け
て
春
や
秋
に
植
え
付
け
ま
す

が
、
こ
の
花
は
、
活
着
ま
で
の
水
切
れ
に

注
意
す
れ
ば
4
〜
10
月
ま
で
植
え
付
け
可

能
で
す
。

　活
着
し
た
ら
、
肥
料
も
あ
ま
り
必
要
と

し
ま
せ
ん
し
、
水
や
り
も
よ
ほ
ど
乾
燥
し

た
場
合
く
ら
い
で
す
。
む
し
ろ
過
剰
灌
水

で
根
腐
れ
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
株
分
け
で
た
や
す
く
増
や
せ
ま
す
。

　せ
ん
定
（
刈
り
込
み
）
し
ま
し
ょ
う
。
放

置
し
て
い
る
と
い
つ
の
間
に
か
大
き
く
は

び
こ
っ
て
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
広
げ
る

範
囲
を
想
定
し
て
お
い
て
、
早
め
に
刈
り

込
み
ま
し
ょ
う
。
丈
夫
で
便
利
で
す
が
、

管
理
し
な
い
と
繁
殖
し
す
ぎ
て
困
る
こ
と

も
あ
る
相
手
だ
と
思
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
ク
リ
ー
ピ
ン
グ
タ
イ
ム

　ハ
ー
ブ
と
し
て
よ
く
利
用
さ
れ
る
タ
イ

ム
、
一
般
に
は
木
立
性
で
、
甘
く
爽
や
か

な
香
り
が
特
徴
で
す
。

　こ
の
タ
イ
ム
の
ほ
ふ
く
性
の
も
の
を
ク

リ
ー
ピ
ン
グ
タ
イ
ム
と
い
っ
て
、
グ
ラ
ン

ド
カ
バ
ー
に
利
用
で
き
ま
す
。
滋
賀
岐
阜

県
境
の
伊
吹
山
で
有
名
な
「
息
吹
麝
香
草

（
イ
ブ
キ
ジ
ャ
コ
ウ
ソ
ウ
）」
も
そ
の
一
種

と
い
え
ま
す
。

　タ
イ
ム
の
花
言
葉
は
「
勇
気
」「
活
気
」

な
ど
で
す
。

　ヒ
メ
イ
ワ
ダ
レ
ソ
ウ
よ
り
は
、
や
や
高

く
15
㌢
程
立
ち
上
が
り
、
少
し
優
し
い
植

物
な
の
で
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
脇
な
ど
踏

み
つ
け
な
い
場
所
が
適
し
ま
す（
資
料
4
）。

　冬
に
は
わ
り
と
強
い
植
物
で
す
が
、
乾

燥
さ
せ
す
ぎ
な
け
れ
ば
、
夏
に
も
比
較
的

耐
え
ま
す
か
ら
、
植
え
っ
ぱ
な
し
で
大
丈

夫
で
す
。
蒸
れ
に
は
弱
い
の
で
、
土
壌
の

排
水
性
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。
旺
盛
に

茂
っ
て
い
る
場
合
は
、
少
し
切
り
戻
し
、

切
っ
た
部
分
は
ハ
ー
ブ
と
し
て
利
用
で
き

ま
す
。

　タ
イ
ム
の
繁
殖
は
挿
し
木
で
す
が
、
ク

リ
ー
ピ
ン
グ
タ
イ
ム
は
伸
び
て
地
面
に
着

い
た
茎
の
途
中
か
ら
根
を
出
し
ま
す
。
こ

の
根
の
部
分
を
付
け
て
茎
を
切
り
、
植
え

た
い
場
所
に
持
っ
て
行
き
、
活
着
ま
で
の

水
切
れ
に
注
意
す
れ
ば
増
や
し
や
す
い
植

物
で
す
。

　た
だ
し
、
9
月
以
降
涼
し
く
な
っ
て
か

ら
、
ま
た
は
、
来
春
以
降
、
茎
が
伸
び
て

き
て
梅
雨
ま
で
の
間
が
安
全
で
す
。
苗
の

植
え
付
け
も
同
様
で
す
。

　タ
イ
ム
の
利
点
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も

香
り
の
よ
さ
と
、
ヒ
メ
イ
ワ
ダ
レ
ソ
ウ
よ

り
取
り
除
き
や
す
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　害
虫
も
気
に
な
り
ま
せ
ん
し
、肥
料
も
、

植
え
付
け
の
時
と
、
4
〜
6
月
、
9
〜
11

月
の
涼
し
い
時
期
に
少
量
の
緩
行
性
肥
料

を
施
す
程
度
で
す
。

野
菜

花
き

家
庭
園
芸

楽
し
い

お問い合わせ先
営農部指導課
Tel.086（225）3224

2021.8

営農部指導課
中川 雄一

営農部指導課
宮本 大輔

グ
ラ
ン
ド
カ
バ
ー

プ
ラ
ン
ツ
を

ご
紹
介
し
ま
す
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JA岡山からのお知らせ

JA OKAYAMA

資料5 温州ミカンの摘果基準（葉果比）

系　　統 強　い　枝 普 通 の 枝 弱　い　枝

早　　生

普　　通

青　　島

15～18

13～15

－

25～30

20～25

30～35

30～40

30～35

35

　8
月
は
桃
や
ブ
ド
ウ
、
梨
、
イ
チ

ジ
ク
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
等
の
夏
果
実

の
収
穫
時
期
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
愛
情
を
注
い
で
育
て
た
果
実
が
よ

う
や
く
成
熟
し
ま
す
。
一
方
で
、
樹

は
来
年
に
む
け
て
養
分
を
貯
蔵
す
る

時
期
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
収
穫
後
の
管
理
に
も
気
を
つ

け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
秋
果
実
は
最
後
の
追
い
込

み
と
な
り
ま
す
の
で
、
気
を
抜
く
こ

と
な
く
栽
培
管
理
し
、
収
穫
期
を
迎

え
ま
し
ょ
う
。

●
ブ
ド
ウ
の
管
理

・
収
穫
後
の
枝
管
理
と
礼
肥

　ピ
オ
ー
ネ
等
ト
ン
ネ
ル
雨
よ
け
栽

培
で
は
、
県
南
部
は
8
月
下
旬
ご
ろ

〜
9
月
に
か
け
て
収
穫
さ
れ
ま
す
が
、

べ
と
病
や
さ
び
病
が
多
発
す
る
と
葉

が
傷
ん
で
落
果
し
、
果
実
品
質
の
低

下
や
貯
蔵
養
分
の
減
少
が
問
題
と
な

り
ま
す
。

　I
C
ボ
ル
ド
ー
6
6
D
50
倍
液
に

ス
ミ
チ
オ
ン
水
和
剤
1
，0
0
0
倍

液
を
混
和
し
て
散
布
す
る
と
、
べ
と

病
と
ブ
ド
ウ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
同
時

防
除
が
で
き
ま
す
。
I
C
ボ
ル
ド
ー

の
代
わ
り
に
レ
ー
バ
ス
フ
ロ
ア
ブ
ル

2
，0
0
0
倍
液
も
効
果
的
で
す
。

収
穫
後
に
礼
肥
と
元
肥
を
兼
ね
て
岡

山
ピ
オ
ー
ネ
専
用
肥
料
0
5
7
を
1

本
あ
た
り
2
〜
3
㌔
を
施
肥
す
る
と

省
力
的
で
す
。

　県
中
北
部
で
は
、
収
穫
中
で
あ
っ

て
も
地
温
の
下
が
っ
て
い
な
い
9
月

中
に
施
肥
す
る
の
が
効
果
的
で
す
。

●
桃
の
管
理

・
収
穫
後
の
管
理

　清
水
白
桃
の
収
穫
時
期
は
8
月
上

旬
に
は
終
了
し
一
段
落
し
ま
す
が
、

モ
モ
ハ
モ
グ
リ
ガ
や
せ
ん
孔
細
菌
病

等
の
被
害
を
受
け
る
と
落
葉
し
、
枝

の
充
実
が
悪
く
な
り
ま
す
。
礼
肥
を

行
い
秋
根
の
伸
長
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
収
穫
後
（
防
除
暦
を
参
照
）
の

防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
礼
肥
は
高

度
化
成
N
N
6
0
4
を
1
本
あ
た
り

1
㌔
施
用
し
灌
水
し
た
り
、
収
穫
後

の
防
除
に
尿
素
の
3
0
0
倍
液
を
加

用
し
て
散
布
し
て
樹
勢
回
復
を
図
り

ま
す
。
徒
長
枝
が
混
み
合
う
よ
う
で

あ
れ
ば
、
基
部
を
10
㌢
程
度
残
し
、

切
り
取
り
ま
す
。

●
柿
の
管
理

・
病
害
虫
防
除

　カ
キ
ノ
ヘ
タ
ム
シ
ガ
は
、
平
年
で
あ

れ
ば
6
月
と
8
月
の
年
2
回
発
生
し
ま

す
。
昨
年
度
と
同
様
に
1
回
目
（
6
月
）

の
害
虫
の
発
生
が
早
か
っ
た
の
で
、
2

回
目
（
8
月
）
の
発
生
も
早
い
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
7
月
末
〜
8

月
上
旬
に
か
け
て
防
除
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。
防
除
薬
剤
と
し
て
は
、
ス
ミ

チ
オ
ン
乳
剤
1
，
0
0
0
倍
液
に
ト
ッ

プ
ジ
ン
M
水
和
剤
1
，5
0
0
倍
液
を

加
用
し
て
散
布
す
る
と
、
炭
そ
病
・
う

ど
ん
粉
病
の
同
時
防
除
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
梨
の
管
理

・
晩
生
品
種
の
水
管
理

　梅
雨
明
け
後
は
天
候
が
一
転
し
て
、

降
雨
が
少
な
く
な
り
高
温
乾
燥
が
続

く
日
が
増
え
て
き
ま
す
。
愛
宕
梨
や

新
高
梨
な
ど
の
晩
生
品
種
は
、
高
温

乾
燥
や
土
壌
水
分
の
不
足
な
ど
か
ら

煮
え
果
等
の
高
温
障
害
や
果
肉
障
害
、

玉
太
り
が
悪
く
な
る
の
で
、
晴
天
日

が
7
日
以
上
続
く
場
合
は
適
宜
灌
水

を
た
っ
ぷ
り
行
い
ま
す
。

●
カ
ン
キ
ツ
類
の
管
理

・
仕
上
げ
摘
果

　8
月
の
中
旬
か
ら
仕
上
げ
摘
果
を

し
ま
す
。
収
穫
の
早
い
早
生
種
は
早

め
に
済
ま
せ
ま
す
。

　温
州
ミ
カ
ン
で
は
、
果
実
が
大
き

く
な
り
す
ぎ
る
と
糖
度
が
上
昇
し
に

く
く
な
り
、
小
さ
す
ぎ
る
と
糖
度
は

上
昇
し
や
す
く
な
り
ま
す
が
商
品
価

値
が
低
下
し
ま
す
。
傷
果
や
変
形
果
・

極
端
な
大
玉
果
・
小
玉
果
を
摘
果
し

25
〜
30
葉
に
1
果
と
し
ま
す
。
隔
年

営農部指導課
武田 祐一

結
果
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
着
果
過
多

と
な
っ
て
い
る
樹
は
し
っ
か
り
摘
果

し
ま
し
ょ
う
（
資
料
5
）。

果
実
の
収
穫
後
の

管
理
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う

無料年金相談会のご案内

　年金に関するご相談に社会保険労務士がお応えします。相談会当日は、年金手帳・基礎年金番号
通知書・年金証書・印鑑・日本年金機構から送られてきた資料等をご持参ください。お待ちいただ
くことのないよう事前のお申し込みをお願いします。
■開催日程
　8月  7日（土）   一宮支所（一宮・津高同時開催）
　8月20日（金）　興除支所（興除・藤田同時開催）
　8月21日（土）　西大寺支所（西大寺・可知・豊・山南・上南・上道同時開催）
　8月21日（土）　備南支所（備南・東児同時開催）
　8月23日（月）　営業課（営業課・芳田・福浜同時開催）
　8月24日（火）　高島支所（牧石・旭東・高島同時開催）
　8月24日（火）　白石支所（今・白石・大野・津島同時開催）
　8月25日（水）　財田支所（幡多・財田同時開催）
　8月26日（木）　操南支所（富山・甲浦・操南同時開催）

住宅ローン等各種相談会開催のご案内

■開催日程
　8月  7日（土）、8月  8日（日）　財田支所、富山支所、一宮支所、津高支所、邑久支所
　8月19日（木）、8月20日（金）　【共済保障相談会同時開催】興除支所、藤田支所
　8月21日（土）、8月22日（日）　【共済保障相談会同時開催】西大寺支所、山南支所、上南支所、上道支所
　8月21日（土）、8月22日（日）　御津支所、東児支所、備南支所
　8月28日（土）、8月29日（日）　福浜支所（営業課、芳田、福浜同時開催）
　　　　　　　　　　　　　　　　今支所（今、白石、大野、津島同時開催）

JA岡山の地域貢献活動

　当組合は、お客さまがよりお買い物がしやすい農産
物直売所を目指し、JA共済の地域・農業活性化支援助
成金を活用し、カートインサッカー台を導入しました。
　お支払い時や購入した商品を袋詰めする際に、買物
カートをそのまま差し込むことができ、レジでの接触
回避とカゴの上げ下げに伴う負担軽減が見込めます。
スムーズで快適な会計を目指すとともに、店舗の回転
率向上による生産者の生産意欲・所得向上を図ること
が目的です。

■導入店舗
はなやか中央店、はなやか瀬戸内店、はなやか東店

JA共済は、地産池消を
応援しています

果
樹

ぱれっと　142021.815　ぱれっと　
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JA岡山は、組合員募集中です！
https://www.ja-okayama.or.jp/
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特集 第21回通常総代会報告

　今回のあぐろグラムでは、当組合コミュニティ誌「あぐろぐ
ＯＫＡＹＡＭＡ」についてご紹介します。
　当組合では、夏季と冬季の２回、農業やＪＡの事業を分かり
やすく紹介するコミュニティ誌を発行しています。
　2021年夏号では「桃とぶどう」について特集を組み、桃の
切り方やぶどうの保存方法、おすすめレシピなどを紹介して
います。
　農産物直売所へ配布、またホームページでの閲覧もでき
ますので、ぜひご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　 編集担当

コミュニティ誌「あぐろぐ
ＯＫＡＹＡＭＡ」発刊

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

今月の折り込み　令和３年度 一般果樹苗木・玉ねぎ苗注文書　ほか

①お米は酒、昆布を入れ、普通より少なめの水で炊く。
②酢、砂糖、塩を混ぜ合わせて合わせ酢を作る。
③ご飯が炊きあがったら昆布をとり、合わせ酢を全体に回
しかけ、うちわで扇いで切るように混ぜて手早く冷ます。
途中で炒りごまも加える。  
④すし飯を20等分して握り、わさび、しょうがの酢漬け、ま
まかりの酢漬けをのせる。
⑤器に丸太寿司を盛り付け、レモン、紅しょうが（好みで春
菊）を添える。   

米・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３合
酒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１
昆布・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０㎝角
＜合わせ酢＞
　酢・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ４
　砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ４
　塩・・・・・・・・・・・・・・小さじ１と1/2
炒りごま・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量
★ままかりの酢漬け・・・・・・・２０尾
（ままかりの酢漬けレシピを参照）
しょうが・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量
わさび・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量
＜飾り＞
レモン、紅しょうがなど・・・各適量

材料（20個分）

作り方

【準備】
♦ままかりの酢漬けを２日ほど前から
作っておく。
 （ままかりの酢漬けレシピを参照）
♦しょうがの酢漬けを作る。ままかりを
漬け込んだ合わせ酢を適量取り分け、
しょうがの薄切りを漬けておく。

①ままかりはうろこ、背びれ、頭を落とす。はらわたを取り除いて腹開きにして中骨を取る。
②表裏に塩をふり、冷蔵庫で半日から１日ほど寝かせる。
③ままかりをなるべく重ならないように並べ、酢、砂糖を合わせた液に１日ほど漬け込む
（途中で何回か裏返す）。

ままかり・・・・・・・・・・２０尾
塩・・・・・・・・・・・・・・・・・ 適量
酢・・・・・・・・・・・・・・ １カップ
砂糖・・・・・・・・・・・大さじ４

材料（20個分） 作り方

ままかりの酢漬け


